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～JDF地域フォーラム in石川、1６0人の参加で開催～ 

 

 

 

～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 

被災した障害のある、みなさんの相談に対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談  ★病院への移動支援や付き添い  ★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ  ★家屋修理や生活費の相談  ★福祉制度に関する相談 ★引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 
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 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

 1月 16日金曜日、七尾市和倉温泉の「のと楽」にて JDF地域フォーラム in石川が開催されました。 

現地６０人、オンライン１００人と多くの方にご参加いただき、発災から2年経った能登半島被災地の現

状や JDFの支援活動に心を寄せて下さる方がたくさんおられることを実感しました。 

来賓に石川県健康福祉部次長西村将様、七尾市健康福祉部長谷一勝信様をお迎えし、JDF の藤井克

徳副代表による基調報告を受けて、現地の障害団体の取り組みや JDFの支援活動、そして能登で暮らす

障害当事者や支援者の報告などが行われました。 

 発災直後の大変だったことや、それでも日常をとり戻そうとされているお話を聞いて、改めてこの２年

間のご苦労や、前を向いて踏み出そうとされている姿に心を打たれました。また能登の事業所から元気

な利用者さんたちの声を聞けたこともよかったです。   

 少しづつ復興が進んでいる能登半島被災地ですが、その中で新たな課題も生まれてきており、これから

も息の長い支援が必要であることを実感しました。ご参加いただいた皆様に、改めて御礼申し上げます。 

  

 地味ながらの復興を肌で感じつつ、支援に頑張りま

した。天候の変わりやすいこの地域の特性。移動支援

の多かった私には困惑の連続でした。それでもいつも

と変わらぬ笑顔で迎えてくれるみなさんに心を支え

てもらいながら、支援を続けることができました。雑

巾縫いのお手伝いをしたとき、針の穴に糸を通すの

に苦戦していたところ、笑顔で「ゆっくりで大丈夫」と

言ってくれたMさん。あなたの優しさは忘れられませ

ん。小学校へお迎えに行ったとき、走って来て手をつ

ないでくれたTくん。誰も彼もが優しくて明るくて。こ

ちらが元気をもらいました。復興には、まだまだ時間

はかかると思いますが末永く支援を続けていきたい

と思いました。   

安田一洋 （滋賀・社会福祉法人蒲生野会れいんぼう） 

JDF地域フォーラム in石川 
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～人の温かさ、自然の素晴らしさに魅せられて～ 
 

＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236   口座名:日本障害フォーラム災害支援金 

【ＪＤＦ能登半島地震支援センター】  〒926-0175 石川県七尾市和倉町カ 18 

TEL 070-3288-2303  FAX 050-3457-6915  E-mail jdfnotoshien@gmail.com 

今回で３回目の能登支援でした。何度来ても思うのは、能登の方々は皆さん優しくて温かいです。復旧・

復興の遅さにもどかしさを感じることもありますが、そのようなことも忘れさせてくれるくらい皆さん優し

いです。JDF としての支援は一旦 3 月までとなっていますので恐らく今回が私の最後の能登支援になる

かと思います。これからは、周りの人たちに被災地の状況を広めていくことと共に、”能登はご飯が美味し

い””温泉は最高””景色も綺麗”等、能登の魅力を発信していくことで、自分なりの復興支援が出来たらな

と思います。                                               島津宏希 （神奈川・夢 21上星川） 

震災、水害から2年目となり初めての支援に参加

させていただきました。瓦屋根と竹薮の景色が印象

的な一方、屋根の崩れや山並みの木々が土砂で倒

れたままの状態が所々見られ、まだまだ復旧の目処

がつかない現状に切ない気持ちとなりました。 

そんな中、生活介護の一互一笑さんへ支援に入ら

せて頂きました。何気ないお話の中で「今住んでい

る家は…」「仮設の風呂に入って…」などの言葉の中

で震災の為に引っ越しを余儀なくされた事を思うと

切なくなりました。皆の笑顔や和やかさに、反対に

自分が癒されている事にも気がつきました。まだま

だ支援は不可欠であり、この活動がこれからも続く

ようになればと切に思います。 

佐々木弥生 （青森・あいゆう工房） 

 
今回、初めての参加です。普段は給食を作っ

ていて、利用者さんの関わりが少なく、支援が

ちゃんとできるか不安でしたが、みなさんいろ

いろ教えていただきなんとかできました。 

まだまだ復興には時間が必要ですが、皆さん

笑顔で頑張っていらっしゃる姿を見て、胸が熱

くなりました。支援以外でも色々学ぶことがで

き、とても濃いものになりました。月曜日からの

自分の仕事にも何かの形で活かせると実感して

います。   八木橋香織 （青森・あいゆう工房） 

 
やなぎだハウス   新しくなった作業室で 

夢かぼちゃ  自主製品作りに励んでいます。 

mailto:jdfnotoshien@gmail.com

